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総合教育会議
部活動の地域移行に向けて

令和４年１２月１４日

１ 部活動の地域移行とは？

２ 本市の移行へ向けた取組

１

本日の内容
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１ 部活動の地域移行とは？

（１） なぜ、地域へ移行するのか

（２） どのように変わるのか

（３） いつまでに移行するのか

（４） どのような移行の方法があるのか

２

1‐(1) なぜ、地域へ移行するのか

〇子供たちのための環境整備の視点

〇学校の働き方改革の視点

３
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1‐(1) なぜ、地域へ移行するのか

４

〇子供たちのための環境整備の視点

・少子化による部員数の減少から、

思うように活動できない現状の改善

・専門的な指導を受けることができる

機会の創出

1‐(1) なぜ、地域へ移行するのか

〇学校の働き方改革の視点

・教職員の長時間労働の是正

・必ずしも教員が担わなくてもよい業務

としての扱い

５
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1‐(2) どのように変わるのか

＜生徒の立場＞

・運動部や文化部の活動が
学校主体から地域主体に変わる。

ex.指導者、活動場所、メンバー

・けがに備えて傷害保険等に加入する必要がある。

６

1‐(2) どのように変わるのか

＜教員の立場＞

・指導を希望する場合
兼職兼業の手続きを取って地域部活動に従事する。

＜教育委員会の立場＞

・休日の部活動の移行に向けて、
市長部局（スポーツ課や文化国際課等）と連携して行う。

地域での持続可能なスポーツや
芸術文化等の活動へ転換

７
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1‐(3) いつまでに移行するのか

地域移行に
向けた

準備期間

改革集中期間
（検討委員会の設置）

目標

休日の部活動
おおむね

地域に移行

８

令和４年度 令和５～７年度 令和８年度

９

1‐(4) どのような移行の方法があるのか

例４ 学校・教育委員会の運営団体

各部 各部

Ｂ中学校
地域学校協働本部
部活動支援団体

例１ 総合型地域スポーツクラブ

各部

Ａ中学校
総合型地域

スポーツクラブ

各部

例２ スポーツ少年団・連盟・協会

Ａ中学校

○○部
△△部

少年団

○○部

△△部

例３ 民間クラブや大学クラブ

○○部
△△部

Ａ中学校 民間クラブ

○○部

△△部

例５ 複合型

○○部
△△部
□□部

Ａ中学校
○○部

総合型地域スポーツクラブ

△△部

少年団・連盟・協会

□□部

地域学校協働本部

連盟・協会

様々な移行の形

Ｂ中学校

各部

Ｂ中学校

○○部
△△部

大学クラブ

地域の実情の
把握が必要
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２ 前橋市の移行へ向けた取組

（１） 現在までの進捗状況
①前橋市の実態
②地域移行に向けた取組
③移行のイメージ

（２） 基本方針

（３） 地域移行に伴う課題

10

2‐(1) ①前橋市の実態 中学校における部活動数と参加生徒数

11

（令和４年度１学期現在）

全２０校 部活動数 参加生徒数

運動部
男子１４競技 女子１２競技

２７３ ５，５１４

文化部
吹奏楽 美術 科学 文芸 合唱など

５３ １，５１８

合計 ３２６ ７，０３２
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前橋市スポーツ協会

体育協会（２３団体）

競技団体（３９団体）

スポーツ少年団（１４競技１２９団体）

まちづくり公社 など

2‐(1) ①前橋市の実態 各種の活動団体の状況

前橋市文化協会
前橋市吹奏楽連盟

まちづくり公社 など

スポーツ系

文化系

12

スポーツ課と
協働での取り組み

文化国際課等
関係部局との取り組み

2‐(1) ②地域移行に向けた取組

情報収集・先進地区視察

13

情報交換会

第１回（Ｒ４．４．１９）
第２回（Ｒ４．７．２６）
第３回（Ｒ４．１０.１８）

学校教育課・スポーツ課・
スポーツ協会・中体連・
中学校長会

地域移行に
向けた勉強会

Ｒ４．８.２４

講師：県教委指導主事
対象：庁内関係部局

富士見地区体協との

情報交換会

Ｒ４．１１.１５

学校教育課・スポーツ課・スポーツ協会

視察

第１回（Ｒ４．１１．２１） 千葉県柏市

第２回（Ｒ４．１１．２２） 新潟県長岡市

学校教育課・スポーツ課

課題の
抽出・整理

検討委員会
立ち上げ
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2‐(1) ②地域移行に向けた取組

14

柏市 長岡市

運営主体 ＮＰＯ法人 柏市地域部活動推進協会（仮称） スポーツ協会 Ｒ５庁内に課を超えた「室」を設置

費用

運営主体立ち上げにかかるイニシャルコスト
市負担 ５，０００万円
受益者負担 １億４，４００万円
（年会費５，０００円、月会費２，０００円）

保護者アンケートから導き出された受益者負担
月額約３，５００円

指導者への報酬 時給１，６００円 時給１，０００円程度を想定

経過
Ｈ２９から検討を始め、Ｒ２にロードマップ作成、
Ｒ５地域への移行開始
Ｒ７年度末までに休日部活動移行完了

Ｒ５年度は移行を行わず、庁内の「室」を中心に
体制整備に努め、Ｒ６年度から移行開始
Ｒ７年度末までに休日部活動移行完了

検討委員会 教育委員会、ＮＰＯ法人
スポーツ協会、スポーツ振興課、教育委員会
（Ｒ２年度設置）

◎複合型で地域移行を進める

・地区の体育協会型
・スポーツ少年団型
・総合型地域スポーツクラブ型
・外部指導者及び部活指導員型
・地域にある資源を生かした団体
（公民館等）

・プロスポーツ、民間スポーツクラブ等

2‐(1) ③移行のイメージ

15

例５ 複合型

○○部
△△部
□□部

Ａ中学校

○○部

総合型地域スポーツクラブ

△△部

少年団・連盟・協会

□□部

地域学校協働本部
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2‐(2) 基本方針（案）

生徒の多様なニーズに応じた
活動機会を保障

取組１ 円満な移行に向けて検討委員会の立ち上げ

取組２ 現在活動している部活動から移行を検討

取組３ 「地域」は、中学校区やより広い範囲を想定

取組４ 地域移行まで部活動指導員や部活動指導協力者を確保

①指導者の確保
・専門的な技術指導ができる人材の確保

②費用負担
・指導者への謝金、活動に伴う費用、
生徒及び指導者の傷害保険加入などの費用の捻出

・受益者負担の考え方

③運営
・活動場所の確保
・各種事務手続き（保険加入、会計事務、練習日程の調整など）

2‐(3) 地域移行に伴う課題

17


